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学校経営

ビジョン 

 夢や目標をもてるよう「導き」、身に付く力となるよう「鍛え」、一人一人に「寄り添い」ながらニーズに合った指導や支援を行い、成長や変化

を「見届け」て工夫・改善に取り組むことで、児童が「明日も行きたいと感じる学校」の実現を目指す。 

 

項目 
本年度の重点目標と 
目標達成のための手段 

具体的な取組 
自己評価 

結果の考察・分析および改善策等 
取組別 総合 

知 
 
 

育 

重点目標： 

学力の向上 

手段： 

１ 児童がわかる・できると感じ
る授業実践 

２ 児童一人一人の実態に応じた

きめ細かな指導 
３ 考えや思いを積極的に表現す
る力の育成 

４ 家庭学習の充実 

１について 

(1) 主体的・対話的で深く学ぶ学習の推進 

 (2) ＩＣＴの授業活用１日１回以上１００％ 

2.9 

3.1 

１について 
⑴について 
・主体的な態度で学習に取り組めるようにはなってきているが、対話的に
学ぶことに関しては課題がある。そこで、児童が対話をしたくなるよう
な授業の流れや児童自身にも対話を通して学ぶ良さを感じさせるような
手立てが必要である。 

⑵については 
・「１日１回以上」という目標を設定した結果だと考える。職員の ICT 活
用に対する意識は、校内研修等により高まってきている。今後は、ICT
機器の活用が学力向上につながっているのか、効果的な活用方法である
かを見極める指標の検討が必要である。 

２について 

 (1) 学力向上タイムを生かした基礎基本の定

着 

 (2) 各学力テストの分析に基づいた指導の充

実 

 (3) 計算、漢字コンテストの年２回実施と指

導の充実 

3.1 

２について 
⑴について 
・学力向上タイムは、「取り組めたかどうか」「内容が充実できたか」によ
って評価は異なってくる。いずれにしても「３.１」の評価であること
から何かしらの課題があると考えられる。令和 4 年度は校時程を変更す
る予定のため、学力向上タイムを計画的に運用していくまでに時間がか
かることが予想される。少ない労力で効果が得られるような取組を検討
していく必要がある。 

・１年生は月曜と木曜の朝の時間に、６年生のお世話があった。「読み聞
かせ」や「学習プリントの採点や指導」にあたってもらっていた。双方
向にメリットがある取組であったと考える。継続するのであれば、指導
部間で、計画的かつ組織的な取組にしていくよう検討する必要がある。 

⑵について 
・学力テストの分析を継続して実施するとともに、学力テストのような形
式の問題に慣れさせていく取組も必要である。 

⑶について 
・「計算、漢字コンテスト」の意義はあると考えるが、問題作成の面や児童
の家庭学習の習慣化との関連においては難しさを感じる。今後、継続す
るかどうか見直しが必要ではないか。 

３について 

 (1) 生徒指導の３機能に留意した指導 

(2) 年間を見通した計画的な作品応募 

3.0 

３について 
⑴について 
・それぞれの学年の実態に応じて、担任が「生徒指導の三機能を生かした
指導」をしていたと思う。「自己肯定感の高揚」「自己決定の場の設定」
「共感的人間関係の醸成」に関わる児童の実態把握をするために、「悩
みアンケート」の中に設問を追加し、まずは、児童の実態や変容をつか
むようにしたい。効果的な「声かけ方」や「指導方法」などを共有でき
る場を設定したい。授業だけでなく、生活指導場面でも生徒指導の三機
能を意識して指導できるとようにしたい。 

⑵について 
・作品募集の案内が年間通して不定期に届く。その都度、係が知らせた
り精選したりせず、担任に見ていただけるような掲示コーナーを設け
るようにしたい。 

４について 
 (1) 授業と連動した宿題の精選 

3.3 

４について 
⑴について 

  ・「連動した宿題」とはどういうものなのかを職員間で共通理解していく
必要がある。 

・宿題の量のことで、「保護者の意見」「児童の感想」から、「多すぎる」
という意見があった。学年間での連絡調整をし、保護者に理解と納得
が得られるような説明ができるとよい。 

徳 
 
 

育 

重点目標： 

豊かな心の育成 

手段： 

１ 基本的な生活習慣の形成 

２ 豊かな感性の育成 
３ 道徳教育、人権・同和教育の
充実 

４ いじめ・不登校の未然防止と

早期発見・早期解決 

１について 
 (1) 「あいさつ」「返事」「言葉遣い」の継続

指導 
 (2) 規範意識を高める指導（紙屋っ子の約束） 

3.1 

3.1 

１について 
⑴について 
 ・前年度よりは規範意識は高まってきたが、行事の後などはできていない

こともあり、年間通して徹底指導していく必要がある。 
・意識を高めるために、具体的な姿を各学年学級で話合い、自己評価の表
に評価基準を明記するようにしたい。 

２について 

 (1) 読書量年間冊数下学年１００冊、上学年

５０冊達成率７０％ 

 (2) 朝の読み聞かせとハートタイムの実施 

2.8 

２について 
⑴について 
・本の環境が整っているためか、読書量については達成しているが、読書
量及び本の内容には個人差がある。本の紹介や読み聞かせなど担任によ
る働きかけが大きく関連している。学校図書館協力員の協力も得て、教
室にも授業内容や学校行事に関連する本を準備するようにする。 

３について 

 (1) 「考え議論する」道徳科授業の充実 

(2) 道徳教育・人権同和教育の充実（年２回

の人権に関わる授業の実施） 

3.1 

３について 
⑵について 
・年間指導計画にのっとり授業を実施できた。年間通して、SSTや SGE な
どを計画的に行っていく必要がある。 

４について 

 (1) いじめの認知解消率１００％、不登校０ 

 (2) 教育相談体制の充実 
3.4 

４について 
⑴及び⑵について 

  ・毎月、個別に話を聞く時間をとることができている。職員間での共有も
できているため、学校全体で子どもたちを見守ることにつながった。 

体 
 

育 

重点目標： 

体力の向上 

手段： 

１ 規則正しい生活習慣の育成  

２ 体力向上の推進 
３ 立腰指導と正しい鉛筆握り、
箸使いの徹底 

４ 「自分の命は自分で守る」意

識の醸成 

１について 

 (1) 「早寝・早起き・朝ご飯」＋「排便・歩

いて登校」の児童達成率８０％ 3.0 

2.8 

１について 
 ⑴について 

・「早寝・早起き・朝ご飯」については、どの学年もできていた。「排便・
歩いて登校」については、偏りが見られた。「排便」については、87％が
毎日排便をしていた。「歩いて登校」は、74.5％ができていて、歩いて登
校する児童と送ってもらう児童と偏りが見られた。通信等で呼びかけて
「歩いて登校」を促していく。   

２について 
 (1) 体力向上のための準備運動の工夫（瞬発

力を高める運動を取り入れる） 
 (2) ２学年合同体育による技能、競技力の向

上 2.4 

２について 
⑴について 
・体力テストの結果をもとに体力向上プランを作成し、それに沿って準備運
動時に体力を高める運動を行った。運動場ではサーキットトレーニングが
あるが、体育館では担任の判断となっている現状がある。 

⑵について 
・２学年合同体育については、水泳はどの学年も実施できた。その他の単元
や領域では、各担任の判断で、各学年の実態やねらい等を考慮し、１学年
のみで行う体育も多かった。 

３について 
 (1) 授業前・授業中の立腰指導の徹底 
 (2) 正しい鉛筆の握り方定着１００％ 

2.9 

３について 
⑴について 
・立腰指導の徹底については、始業前後の号令時にはできるが、授業中

の文字を書く時や話を聞く時は、できていない児童もいるので、随時
指導が必要である。 

⑵について 
・鉛筆の握り方については、学年が上がるにつれて定着率が下がる傾向

にあるので、随時指導が必要である。 

４段階評価   ４ 期待以上 ３ ほぼ期待どおり ２ やや期待を下回る １ 改善を要する 

様式１ 



４について 
 (1) 各種避難訓練の充実 
 (2) 登校班指導の徹底 3.1 

４について 
⑵について 
・登校班の指導については、問題があった場合は、生徒指導部及び地区担
当職員が随時指導をしていた。引き続き、全職員で指導をしていく。 

食 
 
 

育 

重点目標： 

望ましい食習慣の育成 

手段： 

１ 個に応じた給食指導と食

事マナーの徹底 

２ 栄養教諭・養護教諭の連

携による食育の推進 

３ 食を通した感謝の心の醸

成 

４ 家庭・地域等との連携に

よる食への意識の向上 

１について 
 (1) 計画的な給食指導の実施と食べ残し０ 

 (2) アレルギー対策の徹底 
 

3.3 

3.3 

１について 
⑴について 
・食べ残しについては、残食0の学年もあるが、残食のある学年もある。学
校だけでなく家庭でも好き嫌いなく食べるように啓発を図っていく必
要がある。 

２について 
 (1) 指導計画に基づいた給食主任・栄養教諭

等を活用した食育指導の実施 
2.7 

２について 
⑴について 
・栄養教諭不在の日が続いたため、実施にいたっていない。栄養教諭によ
る指導ができるよう調整をしていきたい。 

３について 
 (1) 食に関する学級活動・家庭科授業、給食

感謝週間の充実による感謝の心の醸成 3.5 

３について 
⑴について 
・家庭科の授業において、食に関する授業などにも取り組むことができた。 
３年生については、味覚の授業を実施したことで、食に関する意識が高
まったと思われる。 

４について 
 (1) 実践に結びつく年２回の「弁当の日」の

充実 
 (2) 米作り・いも作り等による食育の推進 

3.7 

４について 
⑴について 
・弁当の日を 2 回計画し、みんな弁当作りに参加することができた。保護
者に頼ながら作る児童も見られたが、弁当作りを家族で一緒にすること
で、食への関心が高まったり、感謝の念をもつようになったりして、「あ
りがとう」を家族に言えている児童が半数以上いた。弁当の日に限らず
チャレンジしてほしいと感じた。 

・保護者からは、「一緒に作って楽しかった。」、「今度は違うものにもチャ
レンジしてほしい。」などの反応があった。一緒に台所に立つことで、子
どもの成長を感じている保護者がほとんどであった。 

⑵について 
・収穫した芋を使い全学年が芋料理に取り組んだ。芋栽培でお世話をして
くださった方々への感謝をするとともに次年度への活動への意欲付け
にもなった。 

そ
の
他 

教職員の働き方改革 

手段： 

１ リフレッシュデーの実施 

２ 全職員による施錠管理 

 

１について 

 (1) 水・金曜日のリフレッシュデー（１７：

１５退庁）の完全実施 
2.5 

2.9 

１について 
⑴について 
 ・１６：３０の退庁時刻を意識した毎日のゴールを各職員が意識しながら 

職務にあたる必要がある。そのため業務に対する取り組み方への軽重を
つけたり、行事内容の取捨選択を行ったりする。 

２について 

 (2) 全職員の協力による施錠管理 3.3 

２について 
⑵について 

 ・全職員で学校の基本管理を実施するという意識を引き続き高めていく必 
要がある。 

 

次年度の方

向性について

の校長所見 

本年度の取組と次年度に向けた改善について 
今年度も新型コロナウイルス感染拡大の影響で予定していた教育活動を十分に行うことができなかった。しかし、そのよう状況においも教育目標の達成に向けて、全職員が一丸となっ

て指導を行うことができた。昨年度と比較して知育・徳育・体育・食育の全ての項目で評価指数を上回っていることからも職員の指導に対する前向きな姿勢を確認することができる。本年

度課題としてあげられている内容については、児童一人一人に寄り添いながら、学習内容の定着及び基本的生活習慣の確立等を目指し努力していく。次年度以降も新型コロナウイルス感
染拡大防止に向けた取組を行いつつ、地域と連携し信頼される学校づくりに精進していく。 

  

 


